
 

 

            4 月 24 日(木)        

星が丘公民館大会議室にて、星が丘地区社会福祉協

議会の定期総会が開催され、事業計画及び予算が下記

の通り承認されました。 

事業費

675(29%)

みんなのつどい

事業、広報紙発

行等です。

繰出金

200(14%)

敬老事業等特

別会計への繰

出です。

事務費等

465(12%)

会議費・運

営費等

助成金等

140(5%)

福祉活動団体等

１２団体への助

成です。

予備費

950(40%)
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事業名 内  容 

星が丘福祉募金 800 円/世帯（５月～７月） 

みんなのつどい 

事業 

グラウンドゴルフ大会、手作りぞうきん 

Kizuna パーキング 

児童・障がい事業 地域と施設の協働事業（防災訓練・5/20） 

□新  積み木で遊ぼう（11/29） 

星空観望会(1/24) 

昔遊びで多世代交流 

 

地 区 敬 老 事 業 

 

 
 

敬老祝品の配布(80 歳以上の方) 

民生・児童委員の協力にて実施(9 月) 

敬老会の開催（10/3） 

(星が丘公民館大会議室) 

高齢者顕彰事業 表彰式(10/19) 

（星が丘地区ふれあいフェスティバ

ル会場にて・星が丘小学校校庭) 

福祉コミュニティ 

形成事業 

いこいの広場 

（星が丘・千代田・横山） 

ちょっと手伝い隊、はやぶさ学習塾 

ホッと！Room アロハ 

すずかけオレンジカフェ 

広報紙発行 まごころ第 91 号(7/1)、第 92 号(2/1) 

フェスティバル 

出店 

星が丘地区ふれあいフェスティバル 

会場にて（10/19）(星が丘小学校校庭) 

共同募金運動 

(自治会、ボランティ

ア団体の協力で実施) 

赤い羽根募金・年末たすけあい募金 

(10/1～12/31) 

 

令和７年度事業計画 

 

市社協補助金等

838（35%)

世帯数などで市社協

から配分されます。

事業費等

432(16%)

「まごころ」の広告収

入等です。

地区賛助会費

245(11％)

皆様からいただ

いたお金です。

繰越金

915(38%)

収入     

2,４３０    

単位：千円   

支出    

2,430   

令和７年度予算 

昨年度は皆様方のご協力に

より各行事や活動を無事終え

ることが出来ました。 

現在、星が丘地区では事業

計画の中にある福祉コミュニ

ティ形成事業を中心に様々な

活動を行っています。 

 

星が丘地区社協 

会長 坂本 洋三 

 

会 長 挨 拶 

今年度は将来の為に基金等財政の課題に

取り組んでまいります。何卒、皆様方のご

支援よろしくお願いいたします。 
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生い立ちと学生生活 
昭和１９年（１９４４年）に男一人女二人の３人兄妹の長男として星が丘で

生まれました。父と母は新潟県の出身で、昭和 18年に軍都として発展して

いた相模原町に移り住み、農業をしながら父は相模陸軍造兵廠(後のアメ

リカ軍相模総合補給廠)に勤めていました。当時の星が丘には帰農者とし

て畑仕事をしながら造兵廠に務める人が多くいました。 

昭和２６年に相模原町立星が丘小学校に入学し、中学は相模原市立上溝

中学校に通いました。陸上部がなかった上溝中学校では、野球部やバレー

ボール部の部員などと一緒に市内の中学校で行われる運動会の招待リレ

ーの選手として走ったことが懐かしい思い出です。 

昭和３５年に、現在の住まいに引っ越し、高校は神奈川県立商工高等学

校に入り、工業系の機械科を専攻しました。 

 

社会人生活 
 昭和 38 年に学校推薦で市内下九沢にある日本電気株式会社（NEC）の相模原事業所へ就職しまし

た。当時、自宅のある千代田から下九沢方面にかけては人家も少なく、NECのネオンサインの看板がよく

見えました。相模原事業所では電話交換機を製造しており、機械設計の部署に配属されました。 

その後は、メカトロニクスの部署で電気制御の仕事に携わり、グループ企業の静岡NECへ3年半家族

と一緒に出向したりしました。またクレーム処理や商談の為、秋田から鹿児島まで全国を飛び歩いたこと

などは思い出深い出来事です。 

 

地域との関わり 
 NEC を退職後の平成 16 年に、民生委員・児童委員を委嘱されました。民生委員として独り暮らしの

高齢者宅を安否確認のために訪問し、お年寄りから昔話を聞くのが楽しみでした。児童委員としては、父

子家庭で不登校になった子どもを毎朝起こしに行き、登校させたりしました。 

また、公民館や千代田７丁目自治会館で開催している子育てサロンの担い手として参加し、サロンに通

っていた子どもやお母さん達とも知り合いになり、その後小学生になっても覚えていてくれたのが嬉し

かったです。その他、千代田地区では「ひまわり会いきいきサロン」に平成16年から関わっています。 こ

うした活動を続けられたのは、すべて中学校の恩師の「人には暖かくあれ」という教えがあったからです。 

 

現在の生活と今後ひとに 
現在は、毎朝 6時に散歩に出かけラジオ体操をした後、交通委員として星が丘 1丁目の交差点で登校

する児童への交通見守りを行っています。また、毎週火曜日は 20 年続け師範の資格も取った太極拳の

練習に相模原ギオンアリーナに通い、水曜日は「いきいき百歳体操」に参加し、土曜日は中央公民館で上

海発祥の中国体操である「練功十八法」を行っています。他には地元の仲間達と月 2 回木曜日に市役所

桜通りの花壇の手入れを行っています。 

 

日々お忙しい吉川さんですが、今後も「教育（今日、行くところがある。）と教養（今日、用事がある。）」

に努め、健康に過ごしたいと仰っていました。 

 

今回は千代田 2 丁目にお住まいで平成 12 年度

と平成 28 年度に自治会長を務められ、平成 22

年度から 6 年間星が丘地区民生委員児童委員協

議会の会長として活躍された吉川順一さん（81

才）です。 

星降る丘の人物伝⑫ 

吉川 順一さん 
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Vol.17 

こどもたちを地域で見守りましょう 

星が丘小学校では令和７年度より、児童の登校方法が集団登校から各自で登校する個別登

校へと変更になりました。 

これに伴い４月からは地域住民の中から講習を受け教育委員会に登録された学童交通安

全指導委員による登校時の安全指導場所を６箇所に増設しました。指導員はそれぞれの都合

に合わせ分担し、登校時を中心に毎日活動しています。 

また指導員だけではなく、交通安全協会や民生委員・児童委員等の地域ボランティアの

方々も星小見守り隊としてそれぞれの場所で子どもたちの登下校を見守っています。どんな

登校方法であっても、一番大切なのは「こどもの安全」です。１年生はまだ独り歩きに不慣れで

周囲を見る余裕はありません。 

地域の中には「こども 110番」の看板があります。子ども

が困ったときに駆け込める家です。地域での見守りと併せ

て、各ご家庭でお子さんが、自分で自分を守れるよう、保護

者からの安全教育の徹底をお願いします。 

それぞれの出来ることを持ち寄って、こどもたちを見守り

たいですね。 

令
和
７
年
７
月
１
日 

星
が
丘
地
区 

交
通
安
全
母
の
会
会
報 
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広告 

すずかけオレンジカフェ 

星が丘公民館の高齢者学級「すずかけ学級」の卒業生で作った「みつばち会」を母体として、これか

らの高齢社会に向けて、認知症に寄り添い予防の観点から「すずかけオレンジカフェ」（以下、オレンジ

カフェという）を立ち上げて 9年目になりました。 

星が丘公民館で毎月第四火曜日の 9時 45 分～11 時 30 分迄の間、お茶やコーヒーを飲みなが

らおしゃべりや、月ごとの各種イベントとして医療関係者のお話や、介護関係者のお話、歌や演奏会

等、毎回色々なことを考え楽しんでもらっています。 

参加費は 100円で、お茶・コーヒーお代わり自由、お菓子付きです。 

家に居るよりオレンジカフェでおしゃべりすれば気分転換になり、初めて会う人とも友達になれて、世

界が広がります。イベント終了後、星が丘地域包括支援センターの方が認知予防のかんたんな体操、

そして終わりに皆で歌を歌ってお開きとなり、皆さん笑顔で帰っていかれます。 

スタッフ一同「オレンジカフェ」を更に良いものに 

していきたいと思います。皆さんぜひ一度遊びに来 

てくださいね。 

-４- 



 

 

 

５月２０日(火)、星が丘公民館にて、防災訓練が行われました。当日は地域の高齢者施設や障がい者の

福祉施設 11団体 120名の方たちが起震車体験・災害に備えてのDVD鑑賞に参加しました。 

 当日は 30℃に迫る暑さでしたが、たくさんの方にご参加いただき、皆さんの防災意識の高さを実感 

した一日でした。なお、その際アンケートを実施し、以下の感想をいただきました。 

 公民館までの避難経路 

・事前に確認していたため、スムーズに移動出来た。 

・道が狭く、歩くのが大変な箇所があった。 

 起震車・DVD鑑賞・専門家による講話の感想について 

・被災した経験があり、当時の恐ろしさが再現された。 

・動画と、専門家の方のお話が分かりやすかった。 

・実際に揺れを体験でき、有意義だった。 

・思ったより揺れ、終わった後も揺れている感じがあった。 

 災害時の避難について 

・日頃からの訓練の大切さを痛感した。 

・今後も行ってほしい。 

・老人施設の為、全員避難は難しいと感じた。地域の方たちの協力をお願いできれば心強い。 

 ※ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。 

 

 

  した一日でした。 

 

-５- 

防災訓練を実施しました    
～地域と福祉施設の協働事業～ 



 

 

 

 

 

「世界の平和も、いまこの地域の平和から」HEROは、市内中央区千代田で長年営業している

不動産会社「國際商事株式会社」と連携して、在日外国人を支援している団体です。支援が必要な方

は、外国人日本人問わず、高齢者、障がい者、経済的困窮、犯罪被害など一時避難のシェルターの提

供や、住宅紹介、生活サポート等もしております。 

また在日外国人の子ども達の問題（不登校や療育など）にも取り組んでおりこども食堂、フリース

クール、合同誕生会、ボーリング大会などの交流会を無償で開催しています。 

    

 

 

在日外国人有志による任意のボランティア団体 

訓練や交流イベント、ご高齢の方やこども達への見守りなど外国人

ボランティアの参加を呼び掛けていきたいと思います。 

最後に、地域の防災訓練に参加しての感想です。外国人の私たち

は、「防災訓練」の言葉は理解していますが、日本社会で生活するに

あたりその重要性まで理解出来ませんでした。訓練に参加してその

大切さを実感しました。平時から近隣の皆さんと交流することで地

域社会の一員となることの大切さを感じました。 

 

どうか日本の皆さんも簡単な挨拶やイベントのお誘いなど、日本

語で構いませんので私達在日外国人に気軽に話しかけてみてくださ

い。私達はそのお声かけが本当にうれしいのです。 

-６- 

昨年開催の星が丘地区ふれあいフェスティバルでは、アジ

ア各国の料理の出店をしました。メインステージでは「クメー

ル民族」の踊りを披露し、楽しい時間を共有しました。 

 

私達はこの相模原市でよりよい外国人市民として「人と

人」の交流で、地域の皆様と共に目の前の平和を創ってい

きたいと願っています。そのために今後は、市内の移動困

難者の方々への移動サービスなど在日外国人によるボラン

ティアを地域社会に提供する予定です。併せて地域の防災 

 

HERO外国人代表 ヌー・ソッカ 

クメール民族の衣装 

ボーリング大会 



みまもりエンディング
サポート事業

身寄りがなく単身で生活する
高齢の方が入院や入所する際
の、お手伝いやお亡くなりに
なった場合の葬儀の手配など
を通じて、地域で安心して生活
し続けらるよう、預託金をお預
かりしサポートする事業です。

相模原市社会福祉協議会の事業をご紹介

利用できる対象の方は？

契約時点で以下の全ての要件を満たす方が本事業の対象となります。
①年 齢 ７０歳以上
②居 住 地 住民票を相模原市内に置き、実際に相模原市に居住している
③世 帯 構 成 原則として単身世帯
④子・孫の有無 子ども、または孫がいない
⑤契 約 能 力 契約内容を理解できる
⑥資 産 居住用不動産を除く資産が３，０００万円以下
⑦収 入 住民税が非課税、または課税総所得額１６０万円以下

不動産収入がない
⑧負 債 負債がない（住宅ローンを除く）
⑨預 託 金 入院費等の支払に必要な預託金や事前に見積りをした葬儀費用、家財残置物処分費

用に相当する額の預託金を納めることができる方

費用・サービスの種類

みまもりサービス
・定期的な訪問と電話による見守り
・日常生活の相談、情報提供及び助言

※ⒶまたはⒷに付随するサービス

Ⓐ入退院等支援
・入退院時の同席
・主治医への情報提供や契約の
・立ち合い
・緊急に入院した際の指定され
・た知人関係者への連絡
・必要物品のお届け など

Ⓑ死後事務支援
・計画書に基づいた葬儀、火葬、
・納骨の手配
・死後の事務手続き
（官公庁での手続き、公共サー
・ビスに関する手続き等） など

※詳細は、さがみはら成年後見・あんしんセンターへお問合せください。

年会費

１２，０００円

預託金

５０万円

預託金
葬儀・埋葬・家財残置
物処分に必要な経費

＋１０万円

社会福祉法人 相模原市社会福祉協議会
さがみはら成年後見・あんしんセンター TEL：042-756-5034

-７-

こんな方が利用
されています

ひとりで暮らしてい

て将来に対しての不安

から相談に来た方

両親の介護で看取りをさ

れ、親族もおらずおひと

りになったことをきっか

けに相談に来た方

夫婦で生活していたが、

どちらか一方が先立たれ

おひとりになったことを

きっかけに相談に

来た方



星が丘地区 No.20 令和７年７月１日付

問い合わせ先：星が丘地域包括支援センター 042-758-7719

地域づくり部会だより(介護保険総合事業)

手伝い隊の連絡先：０９０－６３１３－９１７１（９時から１６時まで）
※留守電の場合もあります。

手伝い隊は、地域の方の困りごとを地域の方で解決するための活動です。

作業者の介護予防にもつながっています。日常の、ちょっと手伝ってほしいことはあ
りませんか？それぞれの地区にいるメンバーがご自宅に伺い作業をします。７・８月
は熱中症予防のため、活動内容や時間をご相談させていただくことがございます。ま
た、ご希望に添えない作業もありますのであらかじめご了承ください。

ちょっとした お困りごとご相談ください！

星が丘地区
ちょっと手伝い隊

星が丘地区では、日常生活のちょっとした困りごとを、地域住民同士
の支え合いでお手伝いする活動を行っています。

基本料金 １作業につき３０分ごと＝３００円 × 活動者数

依頼例①室内の作業 依頼例②庭の清掃作業

・神棚のほこり清掃
・タンス上のほこり清掃
・電球、蛍光灯の交換
・カーテン洗濯時、カーテンの取り外し
取り付け
・引き戸の戸車交換
・ガラスの窓、引き戸などの清掃
・エアコンのフィルター清掃

・草取り、庭に穴を掘って埋めて処分、
または一般ゴミとして出すまで
・木（直径１０㎝位まで）の処分切り倒し、
小さく切って一般ゴミとして出す、
根っこの掘り出し～一般ゴミ処分
・鉢その他のかたずけ
・散水作業

-８-
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